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震災直後の状況 

・ 卒業式のリハーサル終了直後に被災 
・ 学校の建物は無事 電気と水道は使える状態 
・ 学生約 130名と教職員 22名が学校に泊まる 
・ 食物栄養専攻の学生がおにぎりの炊き出し 
・ 災害時優先電話・一斉メールの活用 
・ 学生の動向調査に出席カードを利用 

 
震災後の学生支援 

・ 学生の安否確認 
・ 津波による犠牲者 
・ 避難所の学生への支援                     
・ 授業料免除制度     
・ 外部団体の奨学金の周知・事務手続き 
・ 被災学生への物品支援プロジェクト 
・ 被災学生の心のケア 
 
学生ボランティア 

・ ～繋がろう～桜色 smile プロジェクト 
学生がボランティアプロジェクトを立ち上げ 

・ 避難所などでのボランティア 
  「がんばっぺ体操」 
「ハッピーナッツクッキー」 
「肩たたき」 

  「古本を避難所に届けよう」 

・ 福島復興支援学生ネットワーク 
県内高等教育機関の学生が復興後押し 
全国の学生ボランティアの窓口 

学内にマネジメントチーム設立 

 

桜の聖母里親制度（東日本大震災ともしび会） 

・ 本学院設立の原点に立ち返る 

・ 震災孤児の教育を支援（授業料全額免除） 

・ 里親には月額８万円の資金援助 

・ 年間一口５,０００円の寄付金募集中  

・ 長期的な支援を希望 

・ 里親の申し出はすでにある 

・ 里子の希望者は現段階ではいない  


